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また、平成25年度以降も、 5つ の視点に合致する事業に
取 り組み、福島の子どもたちの成長を様々な面から支援し
てまいりたいと考えてお りますので、皆様には新たな支援
に対する趣旨のご理解を賜 りますとともに、本県への継続
的なご支援をよろしくお願い申し上げます。

(※)新たな支援の 5つの視点
①被災・避難等により不便を強いられている子ども
への支援

②子どもたちの将来につながる取組
③子どもたち及び保護者が元気になる取組
④子どもたちのふるさと福島への愛着心を醸成する取組
⑤子どもたちの本県復興への参画

し、未だ放射線量を気にした不自由な生活が続いてお りま
す。 このため、震災孤児 。遺児への支援に加えて、支援の
対象を県内全域の子 どもたちへと拡大 し、子どもたちが笑
顔になり夢を諦めることなく将来へ希望を持って遅しく成
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「ふ くしまこども寄附金」による
新たな支援 について

|ふ くしまこども寄附金贈呈者各位

皆様には福島の子 どもたちのために「ふくしまこども寄
附金」にご寄附をいただき、厚く感謝申し上げます。

寄附金につきましては、震災孤児・遺児が社会人となる
までの生活及び修学の支援のため活用させていただいてい
るところですが、ご寄附をいただいている皆様から、
の子どもたち全体へ支援したいとのご要望を多数いただい
ております。

本県では原子力災害により県内全域で子 どもたちが

長できるよう、新たな支援を行うことといたしました。
このたび、12月 県議会で「福島県東日本大震災被災児童

支援基金条例」の改正が議決され、下記の 5つ の視点 (※ )

で県内の子育て支援団体等が行う事業に対し、ふくしまこ
ども寄附金を活用して、補助を行うことといたしましたの
で、お知らせいたします。
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治癒がどういうものか熟知し、その治癒力を発揮できるように最大限
の努力をすることがオステォパスの仕事です。良く整体では歪みが

焦点になりますが、むしろなぜ歪んでいるかを考えます。
えん          ~

整体院 縁 では、全身の筋肉や  “オステオパシー整体"は、 |

ツボに適度な圧を加え、    からだ本来の自然治療力を
〆

姿勢の歪みやバランスの乱れ等、 引き出し、全身疲労や   |

一”一”一一一一一

カジ死猟卜才 夕ヽゥ」晩Jただり司。
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コリなどにより、リンパ液の流れが悪くなると、この浄化システムが

うまく働かなくなり、様々な不調の原因になってしまいます。

リンパの流れに沿って酸素オイルでマッサージすることで、

全身ホカホカと温かくなって、コリをとり、体が軽くなっていきます。

不調の原因を取り除く

お手伝いをいたします。

ストレスの緩和に効果を

発揮します。

オステオパレー整体 60分 中
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… ― …
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集中部分リンパマッサージ

豪爆輩審
"警

爆犠澪■ 20分 晦
全身リンパマッサージ

拿           45秀 軸

整美顔マッサージ
酸素オイルで顔の筋肉・ツボを
イタ気持ちいい刺激でマッサージし
リンパの流れを良くしていきます。
肌のくすみ・むくみをとって小顔に。
目・鼻がくっきりし、
あごがシャープになります。

||■

クレンジング～洗顔～整美顔マッサージ～デコルデイ着ふ
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一軒福島院  予約制

福島市野田町1-7-28
L 024‐534‐0635

米沢市御廟2-3-38-2
TE  0238‐ 21・ 7430

米沢院 予約

営業日 火・水・木・土 日・月・金 患時から20時 て

'い


